
岡山畜産便り 1965.03 

県総合畜連だより 

増産を望まれる和牛 

需要に追いつけぬ供給今こそ増産に踏切ろう 

 

 和牛は、いま農耕用としてでなく、著しい食肉需

要の増大に伴い肉用牛として、将来の見通しは明る

く、和牛の方向はかく然としてきました。 

 日本農業では、これまで、よいといわれるものは、

何でも手を付ける……結果は……値崩れ……豊作貧

乏と…繰り返しの連続がみられる。 

最近のはげしい経営変革により、和牛の手放しは、

軒並みに進められた。その結果として相場は上った

が、牛がいないと言う現象が現われて来ている。し

かし、これからの和牛は、豊作貧乏はないし、農作

目中経営的に価格において特異的存在としてその期

待は大きい。供給が需要に追いつけず、望ましいこ

とでないが跛行相場となったが、今こそ、肉用牛と

しての和牛を見直し、高い視野からじっくり腰をす

えて増産に踏切って貰いたいものです。 
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古くして つねに新しい和牛 時代と共に進む和牛!! 

和牛の生産育成の考え方（案） 

 

 最近、和牛の利用目的が大きく変り、これに伴な

って子牛のセリ市出荷方法もお客の好みに合せるよ

う意識し、日常飼育管理の改善を図る必要がありま

す。今日の子牛取引価格が体積主体に行われている

ことから、今後一層規格向上を図らねばならないが、

種牛、繁殖牛においては、やや目的が異なっている

ので管理面に多少手心を加えて、商品価値を高める

ようにし、夫々地域、目的により、生産、育成につ

き一段の工夫が必要であると考えられます。このこ

とについては表現し難いが一つの私案として図解し

てみたので、ご検討願います。 

■これからの和牛は、肉用牛であって、肉利用主体

の方向に、改良及び飼育管理についても大きく変っ

た。 

■和牛の経済的方向は決ったが、今後その経済価値

を高めるため、その牛の利用目的（種畜型、肉利用

型）に区別し、夫々の商品的価値の向上をはかる必

要がある。 

■今後和牛頭数の減少から考え、種畜供給基地造成

及び和牛全般の経済性を高めることが急務である。 

■子牛の飼育管理についても、種牛を目的にする場

合は、肉牛素牛の利用のように、体積、発育力のみ

のものでは、十分な経済的効果を上げることは出来

ない。種牛は、繁殖を目的にするため、十分な運動

と健康な牛に育て、骨緊りに留意する余り過肥にな

ると却って格安になる傾向すらあるから注意する。 

■去勢について、一部地域（放牧）を除いて、全面

的に実施し、合理的な、飼育管理を行う。これから

は、理想肥育の素牛も枯渇することが必至であるの

で、去勢の普及拡大を図る必要がある。 

■利用型を故意に区分したが、これらの相互間には、

共通点（肉利用）があり、適時適切な指導が必要で

ある。 
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岡山県の伝統を守れ 

県民打って一丸となれ 

第１回全国和牛産肉能力共進会開催計画決る 
会場；岡山市 
会期；Ｓ40．12．１ 
   Ｓ41．10．17 

 

 本県としても、本県和牛特色を遺憾なく発揮するために早急に末端農家及び関係機関において出品準備体制

を整えていただきたいと思います。対象農家、対象牛の選抜方法を参考にしていただき本共進会開催に対し格

別のご配慮をお願いします。 

 

「肉牛の部」の肥育農家選抜基準 

 今回の産肉能力共進会の肉牛に部については、和牛の経済価値を遺憾なく発揮するため肥育農家の選定につ

いても、次の項を十分留意し選定されます。 

 なお、出品農家の選定は、各農林事務所からの推せんの中から選抜されますので、出品希望者は、Ｓ40．３．

31 までに所轄の農林事務所へ申込をして下さい。 

１）肥育経営…２年以上、出来ることなら共進会出品経歴のあることを希望する。 

２）記帳能力…対象農家は、記帳をして、給与飼料の種類、給与量、給与法、管理方法を行う優秀なものにつ

きましては、これらの記録を一般和牛指導資料に利用される。 

３）人物（社会、和牛肥育に対する貢献性）今回の共進会は、和牛の経済と、本県の特色を十分発揮する機会

であるだけに、農家選定は厳重を要する。 

４）良質粗飼料の確保…若令肥育牛の生産機能を促進するために一定量を確保出来ること。 

 生草 約 6,000kg 

 干草 約 300kg 

詳細については、農林事務所、総合畜連支所へ連絡して下さい 

 

肉牛素牛の選抜規格表 

１）選抜については、発育、増体が絶対的なものであるが、資質、体形につ

いても十分検討する 

２）離乳後の発育、増体が順調にするためには、早期に成牛型の消化機能を

付与するための良質の乾草給与すること 

３）牛の一生は、哺乳期中に決るとさえ言われている、この期間の母牛は泌

乳量には、とくに検討の要がある。最善をつくす上から母牛の飼育管理に十

分留意すること。 

４）去勢は、哺乳中に実施することであるが、資質、体型、肉牛タイプから

生後２～４ヶ月を目標に実施し、施術も治療後の発育からみて去勢をするこ

と。 
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１、主  催 全国和牛登録協会 

２、参加府県 兵庫、鳥取、島根、岡山、広島、山口、京都 

３、期  間 40．12．１～41．10．17（３期に区分）第３期 41．10．14～10．17（於岡山市） 

４、出 品 牛 種牛 250頭 肉牛 180頭 第３期集合審査。種牛 50頭 肉牛 50頭 

５、記  録 出品牛は給与資料の種類、給与量、給与方法、および管理方法につき記録する 

６、審  査 

  外貌、および発育を含めた産肉能力並に遺伝能力について行う。 

  去勢肉牛区の一部及産肉能力検定区の全部は屠体審査を行う。 

７、入  賞 次表により行う 

  特に優秀抜群のものは名誉賞とし、天皇杯受賞候補として産業祭に推せんする。 

 

 


